
１．はじめに

県道宮本大川線（県道７１０号線）は、福岡県久
留米市から大川市に至る一般県道である。久留米
市三潴町と大川市に一部幅員が狭く離合が困難な
場所が存在する。本工事は、大川市酒見地区に離
合困難で見通しも悪く、老朽化した酒見橋（花宗
川を横断する）の下流右岸側にＡ１橋台を施工す
るものである。
図―１に位置図を示す。

工事概要
�１ 工 事 名：県道宮本大川線

酒見橋橋梁下部工工事（A１橋台）
�２ 発 注 者：福岡県南筑後県土整備事務所
�３ 工事場所：福岡県大川市大字酒見

�４ 工 期：平成２４年８月１１日～
平成２５年５月３１日

�５ 工事内容
・場所打杭工 φ２．０ Ｎ＝１２本
・橋台躯体工＝１基
（コンクリート打設 ４１７ｍ３）
・高水護岸
矢板工 ⅡW型 Ｌ＝８．５，Ｎ＝８６枚
コンクリートブロック張＝２０８ｍ２

・低水護岸
矢板工 ⅡW型 Ｌ＝５．５ｍ，Ｎ＝８６枚
コンクリートブロック張＝２５７ｍ２

・張コンクリート工 ｔ＝３５０ Ａ＝２６０ｍ２

２．現場の問題点

Ａ１橋台は、延長約２７．０ｍ・幅竪壁部２．３０ｍ・
高さ竪壁・胸壁部２．７０ｍであり、冬季の施工で延
長が長い為、セメント水和熱によるコンクリート
のひび割れが懸念された。
今迄の経験から、単位セメント量が少ない生コ
ンクリートがひび割れ発生しにくい傾向なので、
配合報告書による生コンクリートの単位セメント
量と単位水量は、下記のとおりとなり、
２４－８－２０B．B
２９２Kg／ｍ３，Ｗ／Ｃ＝５４．５％
２４－８－２０Ｂ．B（高性能AE減水剤）

福岡県土木施工管理技士会
株式会社 廣瀬組
現場代理人

末 次 優 太
Yuuta Suetsugu

橋梁下部工（橋台）のひび割れについて

１５
品質管理

図―１ 位置図
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２７０Kg／ｍ３，Ｗ／Ｃ＝５７．０％
２７－８－２０Ｂ．B（高性能AE減水剤）
２８４Kg／ｍ３，Ｗ／Ｃ＝５３．５％
検討の結果、単位セメント量は、２４－８－２０Ｂ．
B（高性能AE減水剤）が少ないが、水セメント
比が５５．０％を超えるので、２７－８－２０Ｂ．B（高
性能AE減水剤）を使用することと。

コンクリートのひび割れ原因と対策
①打設管理
生コンクリート工場での練混ぜから打ち終わる
までの時間は品質（材料の分離及び損失）に影響
を与える恐れがある為、生コンクリート工場を現
場から運搬時間２０分程度の工場に選定した。
現場では運行管理者を配置して待機車両が出な
いように運行管理を行った。
また、コンクリートの充填を確実にする為、充
填管理システム（ジューテンダー）を設置し充填
状況を管理した。
図―２に、ジューテンダー計測状況写真を示す。
②養生
冬季１２月～２月の寒中コンクリート打設になり、
外気温は５℃以下まで下り夜間は凍結の恐れがあ
った。
養生は、シートで全体を覆い冷気に晒されない
様にし、シート内はヒーターを焚き外部と内部の
温度差を少なくした。

また、外気温・養生内温度・コンクリート内部
温度を常に管理する為、インターネットを経由し
た温度管理システム【おんどロイド】を導入・実
施した。図―４におんどロイド管理図を示す。
図―３に、おんどロイド管理状況写真。
上記、図―４からシート内でヒーターを焚き養
生する事で、養生内温度は外気温と同じ温度まで
下回る事なく、また、６℃以下に下がる事はなか
った。
③型枠の脱枠時期
脱枠は、コンクリート圧縮試験の結果から所定
の強度（コンクリート標準示方書 竪壁：１４Ｎ／
ｍｍ２）を満足した事を確認した後、脱枠を行う。
コンクリート内温度の低下・乾燥収縮を防止する
為、打設後３週間後に（竪壁）脱枠を行った。
④コンクリートの品質
コンクリートの配合は、２７－８－２０（高性能Ａ
Ｅ減水剤）であり、水セメント比の上限値は５５．０％
に対し５３．５％で配合設定されており、単位水量の
影響によるひび割れ発生は低いと考えられた。図―２ ジューテンダー計測状況

図―３ おんどロイド管理状況

図―４ おんどロイド管理図
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竪壁部のコンクリート品質試験結果を表―１に
示す。
⑤塗布型高性能収縮低減剤の塗布
型枠脱枠後に、コンクリートの乾燥収縮による
ひび割れを防止する為に、高性能収縮低減剤（ク
ラックセイバー）を速やかに塗布した。
上記、ひび割れ対策を行ったがコンクリート打
設後、３日目に竪壁部にひび割れが確認された。
ひび割れは、竪壁部にフーチングから鉛直方向
に正面側・背面側にそれぞれ２本ずつ発生してお
り、ひび割れの幅は０．３０～０．８０ｍｍ、長さ２．６０～
３．４０ｍ（天端含む）の範囲で、比較的ひび割れの
大きい特徴を有していた。
また、胸壁部でもひび割れを確認できたが０．２０
ｍｍ以下であった。
ひび割れの発生個所を図―５に示す。
表―２に、ひび割れ発生数量を示す。
図―６に、ひび割れ状況写真を示す。
今回のひび割れの発生原因は、表―３のような
原因が推測される。（調査資料より該当しないと 判断される原因は除外）

現地調査と補修・補強指針をもとに、今回のひ
び割れの主な発生原因を推定すると【セメントの
水和熱による】が原因と考えられた。
セメントの水和熱によるひび割れには、内部拘
束と外部拘束があり、内部拘束は、比較的早い時
期に発生し、ひび割れの幅が大きく表層のひび割
れが多い傾向にある。また、外部拘束によるひび
割れは、内部の温度が降下するとき収縮が外部の
コンクリート、岩盤などに拘束されると発生する
ひび割れで一般的に貫通していることが多いこと
で知られている。

３．ひび割れ部の対応策

ひび割れが本構造物の要求性能低下に直接影響

表―１ 竪壁部コンクリート品質試験結果 表―２ ひび割れ発生数量

図―５ ひび割れ発生箇所図

図―６ ひび割れ状況（正面側）

表―３ ひび割れ原因
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を与えるものでは無いと考えるが、ひび割れから
の劣化因子は、鉄筋の腐食など構造物の耐久性低
下の原因となることから因子の侵入防止の為、処
置を講じた方が良いと考えた。よって、追従性の
ある材料によるエポキシ樹脂注入工法を行った。
作業フロー

付着物除去

ワイヤーブラシ等で付着物を除去
する。

注入用台座設置

ひび割れ部に２５０ｍｍピッチで注
入器用台座の設置を行う。

ひび割れシール

ひび割れ注入部のその他の開口部
分（台座間）については、注入材
リーク防止の為、シール材にて完
全に塞ぐ。

注 入

ひび割れ注入用の装置を注入用台
座に取り付け、エポキシ樹脂注入
材（ボンドＥ２４２０）を注入する。

台座・シール材撤去

注入器具及びシール材をスクレー
パー及びサンドペーパー等を使用
し撤去する。

仕上げ

表面を平滑に仕上げる。

４．おわりに

今回のひび割れは、構造物がマスコンクリート
であり、打設後の水和熱による内部温度と外部温
度の差が大きい事により降下時にフーチングに収
縮が拘束されて、ひび割れと確認できたもので中
心部のひび割れは細いものと考えるが、両面に連
続するように発生していることから貫通している
と考えられた。また、構造物の延長が長い事も１
つの原因と思われる。ひび割れの抑制方法に誘発
目地などの設置を行うが、打設高さに対する延長
の比が２程度で効果があるとされている為、今回
のひび割れの発生に延長が関係している事は否定
できない。設計上竪壁部には、誘発目地が設置し
てあったが、目地で誘発はしなかった。しかし、
躯体に対し均等にひび割れが入った事から、誘発
目地は必要であり設置位置については、鉄筋の配
筋・躯体の延長等を考慮し設置する必要がある。
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